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	Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 基 礎 知 識

連日、テレビ、新聞等で重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）について報道されています。そこで、まだ不明なことが多くありますが、現在までに判明していることについて、簡単にまとめましたのでお知らせします。

ＳＡＲＳとは    日本語では「重症急性呼吸器症候群」、英語ではSevere Acute Respiratory Syndrome

で、ＳＡＲＳと省略する（以下ＳＡＲＳ）。毒性が強く死亡率が高い。現在のところ治療方法が

確立されていない。

ＳＡＲＳの発生源は    中国広東省と推定される。香港型と広東型の遺伝子は同一であった。

広東省衛生庁によると、「非定型（通常とは異なる）肺炎」の症例は昨年11月16日に同省仏山市で初めて報告された。その後、広州市で今年１月下旬から流行が始まり、同市では２月上中旬にピークを迎える。この非定型肺炎とＳＡＲＳとの関連が高いとされている。発生源地域は家庭内で水鳥などを飼っていて、それとの関連を調査している。

今年2月中旬に広東省から香港、北京等へ感染が広まり、香港から世界へ感染が広まったと考えられる。

病因物質    ＳＡＲＳウイルス（新種のコロナウイルス、ドイツの研究者などによると遺伝子配列は、既
知のコロナウイルスと５０～６０％程度しか共通の部分がなかった）。米国ＣＤＣは、過去に人間への感染例が見つかっていなく、「動物のウイルスが変異し、人間への感染力や病原性を獲得。急速に広がった可能性がある」と指摘している。

コロナウイルス   動物や人の呼吸器や消化器に感染しやすいウイルスで、大きさは約８０～１６０nm（ナ

ノは１０億分の１）。１本の遺伝子を膜が包むような形をしており、表面に突起が多数あって太陽のコロナに似ている。人間は「ヒト呼吸器コロナウイルス」が感染し、「鼻かぜ」など軽いかぜの症状を引き起こす。

感染方法    患者から１メートル以内の人に感染する「飛まつ感染」が有力だが、広範囲に感染する「空
気感染」も否定されていない（中国政府）。下水・昆虫による感染も考えられる。
潜伏期間   ２～７日、最大１０日間 
症　　状   ３８℃以上の急激な発熱、痰を伴わない咳、咽頭の痛み、呼吸困難、筋肉痛
伝播確認国   中国、台湾、ベトナム、シンガポール、カナダ、米国、英国

予防方法（中国政府の見解）   ①くしゃみや咳の後、手を洗う。手を洗った後に清潔なタオルや紙できち

んと拭く。共用のタオルを使わない。バランスが取れた食生活を心がける。気候の変化に合わせて衣服を調節する。定期的に運動し、十分な休息を取る。ストレスを軽減する。たばこを控える――こういった衛生的かつ健康的な生活習慣により、抵抗力をつける。

②窓を開け、換気を良くする。エアコン設備の手入れを心がける。換気が悪く、人が密集する場所を避ける。③症状が表れたら、すぐに受診する。④SARS患者との接触を避ける。

⑤マスクの着用は有効。⑥子供の感染予防に特に注意する。

入国での対策　  ①伝播確認地域からの入国の際、検疫官に質問票を提出   ②症状がある人は医師の問診

③症状によっては病院（陰圧病床）に隔離

国内での対策　  ①急激な発熱、呼吸器疾患、伝播確認地域からの入国を確認のうえ、胸部レントゲン写

真、病理所見等で診断し、感染者は病院（陰圧病床）に隔離。
②感染症法の一類感染症（エボラ出血熱、ペストなど）に準じた扱い。

４月１６日現在の状況(ＷＨＯ)　　感染者世界で3,293人　内死亡者159人

中国人民日報日本語版SARSページ(中国政府の公式見解等の記事があります)

http://j.people.ne.jp/zhuanti/Zhuanti_57.html
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